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常に利用可能となってきた。しかし 20 世紀、とりわけ 70 年代以降に起きた情報技術は、
環境と人間の関係、人間相互の関係を、その社会のうちで根底から改訂してしまう。
人間の環境は、「情報環境」というものが人間の生活世界とその知覚世界を、人間の生の






















































































































(2004 a); Neuser, W. (2004 b))。主体が形式的構造であることが啓蒙主義の中で次第に明確に
なるにつれて、「主体」と「人間」、「人格」、「個体」とが（多義性のうちで）同一視される


















論証秩序にとっての物質的な骨格となる(Neuser, W. (2013 b), S. 91ff; 267f)。
実のところ、この一般的知識は、情報技術によって成し遂げられる知識社会のすべての








































































っての倫理学は今や、新たな根拠と新たな基礎づけを必要としている(Neuser, W. (2014 a); 
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Dancy, J. (2004))。このことはとりわけ、「機械倫理学」にも該当する(Anderson, M. & Anderson, 
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